
   

 

２月 18 日（火）に「感謝する会」が行われました。今年１年間、子供たちがお世話にな

った方々にお礼の気持ちを伝える会です。毎年、２月の中旬に開催しています。 

総代会長さんや社教委員長、福祉委員長さんをはじめとして、４２名の方々にご案内をさ

せていただきました。 

児童の登下校の安全のために、ボランティアで一緒に歩いたり危険箇所で立っていただい

たりしている「東っ子見守り隊」の皆さん。１年から３年生の読み聞かせボランティアを続

けていただいている「お話図書館」の皆さん。楽しい企画や行事、環境整備をしていただい

ている社教委員会、総代会、福祉委員会、評議委員会の皆さん。からくりや玄関の生け花、

きれいなハスの花、灯篭流し、展望台やツリーハウスの修繕などにご協力いただいているボ

ランティアの皆さん。本当にありがとうございました。 

全校 46 名の児童を代表して佐々木陽彩君と細川ひよりさんが、お礼のあいさつを述べて

全校で感謝の気持ちを込めて、お一人お一人にサイネリアの鉢植えをプレゼントしました。 

招待者を代表して、中根社教委員長様から、「あい

さつ」の大切さを述べられ、『オアシス』運動の話を

されました。 

『オアシス運動』とは「オアシス」の頭文字をとっ

たもので、「あいさつを、日ごろから自然に言えるよう

に心がけましょう」という運動です。 

オ「おはようございます」または「お疲れさまでした」 

ア「ありがとうございます」 

シ「失礼します（失礼しました）」または「親切」 

ス「すみません（すみませんでした）」 

最後は、児童全員で感謝の気持ちを込めて「ありがとうの花」を合唱しました。 

当日は、お仕事などの関係で、10 名以上の方がご欠席されました。ご欠席された方々

にも厚く御礼申し上げます。1年間本当にありがとうございした。 

「なかよしタイム」とは、子供たちの心を豊かにするためのエ

クササイズ（エンカウンター）です。養護教諭の川渕先生が、月

に 1 回「はげみ」の短い時間で、異なった活動を下学年、上学年

で実施しています。今回は「トラストウォーク」で、「①２人組を作る②片方が目を閉じる

③目を開けている人が閉じている人を優しく案内する④役割を交代する⑤感想を発表し合

う」簡単な活動です。自分の行動を振り返り、心を豊かにする効果があります。 
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２月 15 日（土）東京大学 地震研究所で、防災

教育チャレンジプランの最終報告会が開催され

ました。今回は、28 団体の発表（2019 年 15 団

体、2020 年 13 団体）があり、パソコンでのプレ

ゼンテーション発表と別会場で「ポスターセッシ

ョンの発表・質疑応答」もあり、終日の会となりました。 

本校の発表は、以下の通りです。 

① 研究概要 

研究テーマ、研究目的、本年度の活動の中心、活動成果、今後の研究課題 

② 研究内容の概略説明 

避難訓練 防災授業 土砂災害マイタイムライン 防災アンケート まちあるき 

③ ６年生の児童の活動内容 

高学年対象の心肺蘇生法 「土砂災害マイタイムライン」を使っての出前発表 

非常食（防災パンと保存水）の注文販売  ICT 授業（信里小学校との TV 防災会議） 

④ 地域・保護者の支援や協力 

親子防災学習 防災紙上発表（愛知県碧南市２月 15 日）など 

⑤ 防災会議の内容 

年間７回実施 17 名前後（学校・大学・地

域・保護者・NPO 法人・学区防災指導員など） 

などについて、研究の活動報告をしました。 

 その結果、約 50 名の審査員・実行委員の方々

から高い評価を得ることができました。中でも、

東京学芸大学院教授渡邊正樹様からは以下のよ

うな高い評価を頂きました。 

「山間の小規模校でありながら、６年生の児童を中心に、７年間、画期的な防災活動を展開

しています。特に、防災会議を軸として、学校が地域・大学・保護者・行政の核となって成

果をあげている点は高く評価したい。毎年、アンケートやまちあるきを実施して電子マップ

を継続して作成していること。今年度は、独自に「土砂災害マイタイムライン」をつくり、

それを学校だけでなく、地域に出て、発表しているところはすばらしいです。また、アンケ

ートや地域の声を取り上げ、防災パンや保存水を注文販売している点も評価したい。 

 その成果として、児童や地域の防災意識の向上が見られること、さらに、防災を通して、

児童の思考力・表現力・判断力を養い、自尊感情や達成感を培っていることも作文などから

評価できました。これは他団体の防災研究の参考にもなるすばらしい実践です。」 

このような高い評価を頂き、優秀賞というすばらしい成果を上げることができたのも、地

域の皆さんや保護者の方々のおかげです。本当にありがとうございました。その感謝の気持

ちを込めて、「本校７年間の防災学習のあゆみ」を全戸に配付したいと考えています。 

総代さんや組長さまには、大変申し訳ありませんが、ご協力をお願いします。 
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